
 

● 

熟
年
に
と
っ
て
生
き
が
い
と
は 

 

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
が

先
頭
に
立
っ
て
、
〝
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〟
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。
高
齢
化
、
少
子
化
、
人
口
の
減
少
化
な
ど
が
進
む
に
つ

れ
、
問
い
直
さ
れ
る
べ
き
地
域
課
題
が
噴
出
し
て
く
る
は
ず
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
出
番
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
市
民
の
力
、
市
民
同
士
の
支
え
合
い
の
力
が
な
け
れ
ば
、

何
事
も
解
決
出
来
な
い
協
働
社
会
に
な
り
ま
す
。 

市
民
大
学
の
新
た
な
役
割
は
、
〝
地
域
課
題
解
決
型
〟
の
市

民
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
修
了

生
達
が
地
域
に
戻
っ
て
、
様
々
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
や
り
が

い
、
生
き
が
い
、
達
成
感
を
感
じ
な
が
ら
、
他
者
の
た
め
に
役

立
つ
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
た
ち
を
必
要

さ
や
ま
市
民
大
学
学
長 

小
山
周
三
氏 

学
長
と
し
て
「
協
働
と
ま

ち
づ
く
り
」
の
啓
発
に
つ

と
め
、「
さ
や
ま
ル
シ
ェ
」

な
ど
で
、
活
発
に
情
報
発

信
し
て
い
る
。 

さやま市民大学専用キャンパス 
（狭山元気プラザ内） 

像 
 

と
す
る
力
が
彼
ら
の
〝
生
き
が
い
〟
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

● 

何
か
を
な
す
た
め
の
学
び
の
場 

 

過
去
の
多
く
の
市
民
大
学
は
生
涯
学
習
の
場
で
し
た
。
そ
れ

が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
の
教
養

は
〝
今
日
用
〟
に
、
教
育
は
〝
今
日
行
〟
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
用
事
や
出
か
け
て
行
く
場
が
な
い
と
、
充
実
し
た
毎
日
が

送
れ
な
い
長
寿
社
会
が
や
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
さ
や
ま
市

民
大
学
の
学
び
の
場
は
、
仲
間
と
集
え
る
場
で
あ
り
、
自
分
が

地
域
や
社
会
と
新
た
に
関
わ
れ
る
居
場
所
づ
く
り
を
求
め
て

の
学
び
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
養
型
で
は
な
く
、
地
域
課

題
解
決
型
の
市
民
大
学
を
目
指
す
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

何
か
を
す
る
た
め
に
学
ぶ
、
出
口
型
市
民
大
学
が
〝
生
き
が
い

創
り
大
学
〟
で
も
あ
る
の
で
す
。 

協
働
し
ま
し
ょ
う
！ 

「生涯学習案内人養成学科」を受講しまし

た。2 年前に新設された“市民交流センター”

の中に併設されている「生涯学習情報コーナ

ー」での案内活動をするものです。月 4～5

回窓口で対応しています。「NPO 法人さやま

生涯学習をすすめる市民の会」が狭山市社会

教育課から委託をうけ、生涯学習情報コーナ

ーの運営をしています。この会の活動は多方

面にわたっていますが、自分の目指す方向を

見極めていきます。「ジャーナル学科」との

2 本立てで始まり、一歩を踏み出しました。

（Ｙ・Ｔ）  

「さやまの生活文化伝承講座」で学んでいま

す。市制施行（昭和２９年）以前の狭山の田・

畑・お茶・養蚕などの生業（なりわい）と、

それに関する年中行事や食文化などを学び、

消えてゆく狭山の地域生活文化をいかにし

て後世へ伝えていくかを考えています。当時

の農作業の実態などの講義を受け、どのよう

に伝えていくか真面目に取り組んでいます。

（Ｙ・Ｓ） 

「パソコン学科 実用コース」を受講してい

ます。良い講師と親切なサポーターに出会え

ました。３月で卒業した後は復習を一年かけ

て徹底してやり、少なくても中級程度の力を

つけたいと思っています。すでにパソコンの

学習を核にした懇親会的なグループを立ち

上げており、その人たちのお役に立ちたいと

思っております。       （Ｆ・Ｎ） 

 

≪さやま市民大学で学んでいる人、 
その成果を地域の活動に活かしている人の

声を聞きました≫ 

２４ 



 

統合 

バージョン１ 

平成 12 年 
ＳＳＣＣ開校 

バージョン２ 

平成 23 年 
元気大学開校 

バージョン３ 

平成 26 年 4 月 
市民大学開校 

バージョン４ 

ネットワーク大学
をめざして 

さらなる 
バージョンアップ 

設
立
経
緯
と
今
後
の
展
望 

２５ 

設
置
は
市
が
行
い
、
運
営
は
市
民
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
や
ま

協
働
ネ
ッ
ト
」
に
委
託
。
さ
や
ま
協
働
ネ
ッ
ト
内
の
運
営
委
員

会
で
具
体
的
事
業
内
容
を
決
定
。 

２年目を迎えた「さやま市民大学」は、市民大学の理念である「元気な狭山を支える人づくりと学びの成果を地域で活かす

仕組みづくり」を伝えるため、各コースの講座内容に共通科目「協働とまちづくり」（講師：小山学長）を盛り込んでいます。 

受講資格は、市内在住・在勤・在学のいずれかに該当する１６歳以上の人が対象です。 

半年から１年間、ほぼ毎週、約２時間前後の充実した講義時間です。保育対応可能な講座もあります（＊印）。 

教養型市民大学を脱し、まちづくりを担う人材を育てる地域課題解決型市民大学を目指しています。 

 

平成２７年度 開校講座 （平成２７年４月～２８年３月） 

● 特別講座 

・ さやまの生活文化伝承講座（昨年秋から始まり

３年を目途に記録に残すことを目的とする）＊ 

● 協賛講座（市内の市民団体などが企画・実施す

る講座の開催を、さやま市民大学が応援する） 

・ パソコン講座（初級） 

・ 韓国語講座 

● いきがいコース 

・ いきがい講座 

・ 狭山の歴史講座 

・ 地域活動・生涯学習情報案内人養成講座 ＊ 

・ 実用パソコン講座（中級・実用）＊ 

・ 実用英会話講座 ＊ 

 

● まちづくりコース 

・ まちづくり担い手養成講座 ＊ 

・ 地域ジャーナリスト養成講座 ＊ 

・ まちのガーデナー養成講座 

・ 狭山地域ふるさと学講座（新規講座）＊ 

・ 地域の防災リーダー養成講座（１０月～） 

・ 食と農のコミュニティビジネス講座（１０月～） 

● 健康・福祉コース 

・ 健康づくり・介護予防サポーター養成講座 

・ パパ・ママのお助け隊養成講座 ＊ 

・ ウォーキング講座 

・ 子ども見守り隊養成講座（新規講座１０月～） 

・ 地域ケア担い手養成講座（新規講座１０月～） 

 

協働 ＝ 行政と市民のそれぞれが主体として対等な関係で事業を行うこと。 

大 
 

学 
さやま市民大学をご存知ですか？ 

協働と生きがいが実現できる大学 
  

平
成
２６
年
４
月
「
狭
山
シ
ニ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）」
と
「
狭
山
元
気
大
学
」
を
統
合
し
て
開
校
。

将
来
は
近
隣
の
大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
を
目
指
す
。 

協
働
に
よ
る
運
営 


